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岡山県
１　被害防止計画の作成数、特徴等
【瀬戸内市】
鳥獣被害防止計画は、作成数は３、令和４年度から３ヶ年計画で作成し、イノシシ、ニホンジカ、ヌートリア等を対象に被害の現状及び被害の傾向から被害の被害軽減目標を設定している。
【赤磐市】
赤磐市鳥獣被害防止計画は、令和４年度から３ヵ年計画で作成し、イノシシ、ニホンジカ、ヌートリア、カラス等を対象に被害の現状及び被害の傾向から被害の被害軽減目標を設定している。 捕獲・防護・集落ぐるみでの対策の３点から被害防止に向けた具体的な取組を講じていく。
【笠岡市】
地元の工業高校協力による安価な箱わなの制作。地域資源の活用とコスト削減を両立。
地域住民・猟友会・自治体・高校の連携体制が構築され、継続的な捕獲活動や情報共有が実施されている。
【浅口市】
鳥獣被害防止を図るため、「個体数管理（有害鳥獣の捕獲駆除」、「被害防止（防護施設の設置）」の２点を中心に猟友会同士の連携や新たな猟友会員、農業従事者への駆除によらない被害防止の体制確立を目指している。
【里庄町】
事業実施主体は里庄町(里庄町鳥獣被害防止対策協議会)、期間は令和４年度から令和６年度まで、対象地域は町内全域とした被害防止計画を１つ作成している。
対象鳥獣は、イノシシ、ヌートリア等の１２種（鳥類５種・獣類７種）とし、主に銃器、わな等による捕獲活動、被害農家等への防護柵設置の推進等を実施する。
被害が発生した場合には、当該被害農家等からの申し出により、実施隊、駆除班等が現地で被害状況等を確認し、周辺環境に応じた対策を講じるとともに、随時捕獲活動等を実施する。
【奈義町】
  令和4年度から３年間を計画期間として奈義町全域を対象に作成している。　 農林水産被害については、森林付近及び山間部を中心にイノシシ・ニホンジカ、果樹園や畜舎周辺ではハシブトガラス等による傾向となっているため、被害軽減に向け防護柵を設置し、柵を活用して捕獲の効率化を図ることとしている。
また、周辺市町村の連携した駆除活動や地域住民の被害防止意識を喚起する説明会や地区懇談会を推進する。対象鳥獣をイノシシ、ニホンジカ、カラス類を中心としてヌートリアやツキノワグマも対象としている。

２　事業効果の発現状況
【瀬戸内市】
瀬戸内市獣害対策セミナーを実施し、野生鳥獣の生態と総合的な被害防止対策方法について指導啓発を行い、農家の防護意識の向上に繋がっている。また、捕獲強化により農作物被害額は減少傾向を示している。
【赤磐市】
防護柵に関しては、令和４年度から３ヵ年で約67ｋｍの設置を行い、設置した地区では被害が大きく減少した。しかしながら過去に防護柵を設置したのちに点検整備が行われていない地域では被害が発生しているという現状もある。 
有害鳥獣駆除に関しては、３年間でイノシシ3,758頭、シカ約1,298頭、ヌートリア474頭、サル61頭の駆除を行っている。着実に成果を上げてはいるが、出没回数や被害報告に変化は見られておらず、地域住民との協力体制の構築や、駆除の担い手である猟師の確保・育成も必要である。
【笠岡市】
捕獲頭数が令和３年度352頭から令和６年度817頭と増加している。
高校生による箱わな製作が地元メディアで報道され、地域内外への啓発にも寄与。
【浅口市】
「地域の体制整備」では、地域や猟友会駆除班との捕獲体制の整備を実施し、「被害防止効果」では防護柵の設置や猟友会による駆除により、被害防止や削減の効果が図られている。「捕獲状況」では、年によって捕獲頭数は増減しているが、捕獲員が減少する中、駆除頭数を概ね増加させることができた。「人材育成状況」では狩猟者の増員確保を図ることから狩猟免許の広報を行い狩猟者の増員を図った。
【里庄町】
捕獲活動は、実施隊、駆除班等を主軸としたが、設置した箱わなの日常の見回り、餌付け等については被害農家にも協力してもらう等、地域住民と捕獲者が連携しながら捕獲の体制強化を図り、一体となって被害軽減に取り組んだケースもあった。
町単独事業による農地の防護柵設置補助により、同一地点での農作物被害は減少した。
令和６年８月に、町内全域が豚熱の感染確認区域になった。なお、イノシシの捕獲頭数は、事業実施前（Ｒ３）と比較し、Ｒ５までは増加傾向であったが、事業実施後（Ｒ６）は減少した。
【奈義町】
農作物等の被害防止に向け奈義町鳥獣被害対策実施隊による駆除活動を進めてきた結果、毎年一定数のイノシシ、ニホンジカが捕獲されることにより、被害が減少し営農意欲が維持され、個体数も減少傾向にあると考えられる。

３　被害防止計画の目標達成状況
【瀬戸内市】
被害金額については達成できたが、被害面積については達成できなかった。
【赤磐市】
被害金額の目標については、令和３年度実績832万円から25％減の624万円を令和６年度目標として掲げていたが、結果的には８％増の899万円となった。
被害面積の目標については、令和３年度実績15.54 haから25％減の11.59haを令和６年度目標として掲げたが、結果的には９％増の16.92haとなった。
要因としては、イノシシやシカなど獣類の侵入を防ぐための防護柵設置はほぼ全ての集落が実施しており、防護による対策が効果を発揮していると考えられる。
また、本計画の被害金額及び被害面積は農業共済に報告のあった圃場をとりまとめた統計情報であり、市全域を網羅する数値とは言いがたい側面もある。
次年度計画以降は、段階的に被害の状況を把握するための相対的指標の策定を検討する。
【笠岡市】
被害金額の軽減目標：９０万円に軽減を目標とし、実績は63.2万円
被害面積の軽減目標：0.9haに軽減を目標とし、実績は0.65ha
【浅口市】
被害全体の被害面積及び被害額は増加しており、計画どおりの効果を得ることができなかったため、今後捕獲及び防護柵の設置を強化していく。
【里庄町】
積極的な捕獲活動等により、被害金額の合計及び被害面積は、いずれも目標を上回った。
一方で、対象鳥獣によっては、単価の高い農作物が被害にあう等、被害金額が大きく減少しなかったものもあるため、引き続き捕獲と防護柵設置による対策を講じる。
【奈義町】
被害金額は目標1,100千円に対して実績1,155千円で達成率90%、被害面積については目標1.25haに対して実績4.40haで達成率-350%である。

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業（都道府県広域捕獲活動支援事業）鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業、シカ特別対策等事業の評価報告（令和6年度報告）



４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 現状値 (千円) 目標値 (千円) 実績値 (千円) (占有率） 達成率 現状値 (ha) 目標値 (ha) 実績値 (ha) 達成率

（推進事業）

ニホンジカ
イノシシ

イノシシ・シカ用箱わな 3台

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R5.3.21 100%

この導入により、従来より広範囲で安定的な捕獲が可能となり、駆除活動の労力軽減や捕獲率の向
上につながった。また、捕獲効率の改善は、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保にも寄与して
おり、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。 - - - - - - - - -

鳥獣被害防止セミナー
・セミナー開催費
・セミナー開催チラシ
・セミナー資料

1回

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

- -

この取組により、鳥獣による被害の現状や防護対策の重要性についての周知を行い、地域住民の防
護意識の向上につながった。また、参加者同士の情報共有や協力体制の強化にも寄与し、駆除活動
や防護対策の実施率向上が期待できる。結果として、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に貢献して
いる。

- - - - - - - - -

イノシシ・シカ用センサー
カメラの導入
・センサーカメラ
・SDカード

10台

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R4.8.30 100%

この導入により、従来では把握が困難であった夜間や人が立ち入れない場所での鳥獣の行動を確認
できるようになり、捕獲対象の特定や罠設置の最適化が可能となった。その結果、駆除作業の効率化
と捕獲率の向上が図られ、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保に寄与するなど、鳥獣被害対
策事業全体の効果向上に大きく貢献している。

- - - - - - - - -

害獣用電気止め刺し 3本

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R5.2.14 100%

この導入により、従来より安全かつ迅速に捕獲処理を行うことが可能となり、捕獲作業の労力軽減や
作業者の安全確保につながった。また、捕獲処理の安定化は、鳥獣被害の軽減や地域住民の生活
環境の保全にも寄与しており、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。 - - - - - - - - -

害獣用サスマタ 2本

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R5.2.14 100%

イノシシの安全かつ効果的な捕獲を目的として、サスマタを導入した。この導入により、作業員が直接
接触するリスクを大幅に軽減し、安全性を確保したまま捕獲作業を実施できるようになった。また、こ
れらの器具を活用することで、捕獲作業の効率化や迅速化が可能となり、被害防止活動の質が向上
した。結果として、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保に寄与し、鳥獣被害対策事業全体の効
果向上に大きく貢献している。

- - - - - - - - -

害獣用シールド盾 3枚

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R5.2.14 100%

イノシシの安全かつ効果的な捕獲を目的として、シールド盾を導入した。この導入により、作業員が直
接接触するリスクを大幅に軽減し、安全性を確保したまま捕獲作業を実施できるようになった。また、
これらの器具を活用することで、捕獲作業の効率化や迅速化が可能となり、被害防止活動の質が向
上した。結果として、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保に寄与し、鳥獣被害対策事業全体の
効果向上に大きく貢献している。

- - - - - - - - -

鳥獣被害防止セミナー
・セミナー資料

3回

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

- -

この取り組みにより、鳥獣による被害の現状や防護対策の重要性についての理解が深まり、地域住
民の防護意識の向上につながった。また、参加者同士の情報共有や協力体制の強化にも寄与し、駆
除活動や防護対策の実施率向上が期待できる。結果として、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に
貢献している。

- - - - - - - - -

被害調査委託 5回

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

- -

鳥獣被害の実態を的確に把握するため、被害調査を委託して実施した。この取り組みにより、被害箇
所や被害規模、出没状況などの詳細なデータを取得でき、駆除活動や防護対策の優先順位を科学
的に判断できるようになった。また、調査結果をもとにした対策計画の策定により、効率的かつ効果的
な鳥獣被害防止活動が可能となり、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保に寄与している。結果
として、鳥獣被害対策事業全体の成果向上に大きく貢献している。

- - - - - - - - -

害獣用電気止め刺し 2本

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R5.12.27 100%

この導入により、従来より安全かつ迅速に捕獲処理を行うことが可能となり、捕獲作業の労力軽減や
作業者の安全確保につながった。また、捕獲処理の安定化は、鳥獣被害の軽減や地域住民の生活
環境の保全にも寄与しており、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。 - - - - - - - - -

ニホンジカ
イノシシ

イノシシ・シカ用箱わな 3台

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

R7.3.21 100%

この導入により、従来より広範囲で安定的な捕獲が可能となり、駆除活動の労力軽減や捕獲率の向
上につながった。また、捕獲効率の改善は、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保にも寄与して
おり、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。 - - - - - - - - -

獣害対策セミナー 1回

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

- -

この取り組みにより、鳥獣による被害の現状や防護対策の重要性についての理解が深まり、地域住
民の防護意識の向上につながった。また、参加者同士の情報共有や協力体制の強化にも寄与し、駆
除活動や防護対策の実施率向上が期待できる。結果として、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に
貢献している。

- - - - - - - - -

被害調査委託 2回

瀬戸内市
鳥獣被害
防止対策
協議会

- -

鳥獣被害の実態を的確に把握するため、被害調査を委託して実施した。この取り組みにより、被害箇
所や被害規模、出没状況などの詳細なデータを取得でき、駆除活動や防護対策の優先順位を科学
的に判断できるようになった。また、調査結果をもとにした対策計画の策定により、効率的かつ効果的
な鳥獣被害防止活動が可能となり、農作物被害の軽減や地域住民の安全確保に寄与している。結果
として、鳥獣被害対策事業全体の成果向上に大きく貢献している。

- - - - - - - - -

（緊急捕獲活動支援事業）

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 1,027頭 瀬戸内市 － － - - - - - - - - -

シカ 緊急捕獲活動支援事業 169頭 瀬戸内市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 692頭 瀬戸内市 － － - - - - - - - - -

シカ 緊急捕獲活動支援事業 135頭 瀬戸内市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 625頭 瀬戸内市 － － 1,501 1,276 598 11% 401% 4.63 3.93 0.95 526%

シカ 緊急捕獲活動支援事業 111頭 瀬戸内市 － － - - 93 2% - - 0.3

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 0頭 瀬戸内市 － － 15 13 0 0% 750% 0.21 0.17 0 525%

カワウ・カモ 緊急捕獲活動支援事業 0羽 瀬戸内市 － － 12,837 10,911 2,400 43% 542% - - -

R6 合計 736頭 14,353 12,200 5,595 100% 407% 4.84 4.1 5.12 -38% ※被害金額及び被害面積の実績値には、その他の鳥獣類含む

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

R6

イノシシやシカなどによる被害の拡大を防ぐため、緊急捕獲支援事業を実施している。この取り組み
により、被害が発生した地域に迅速に対応できる体制が整い、捕獲活動の効率化と捕獲率の向上が
図られた。また、迅速な対応により農作物被害の拡大を防ぎ、地域住民の安全確保にも寄与してい
る。これらの成果は、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。

被害金額 被害面積

被害防止計画の目標と実績

　令和4年度から町民を対象としたセミナーを実施し、防護の重要性
については一定の周知が図られたと思われる。さらに、捕獲機材の
導入により実施隊員による駆除捕獲を促進した結果、捕獲頭数が増
加し、積極的な捕獲が進められた。また、自治会や集落単位での潜
み場除去にも取り組み、対策を強化してきた。しかしながら、鳥獣に
よる被害は依然として収まる気配がなく、今後も被害防止に向けて、
防護と捕獲の両面から引き続き取組を推進していく必要がある。

　被害面積は増加している
ものの、被害金額は大きく
減少しており、捕獲支援の
みならず、箱わなや止め刺
しの貸与、セミナーの開催
を通じた防護方法の周知
等、きめ細かな事業の効果
が出ていることがうかがえ
る。今後についても適切な
鳥獣害対策事業の実施を
継続し、被害の減少に努め
てほしい。
　一方で、被害金額につい
てはヌートリアと「その他の
鳥獣類」による被害が9割
弱を、被害面積については
「その他の鳥獣類」による
被害が約8割を占めている
ことが読み取れる。このた
め、これらの鳥獣類による
被害を食い止めることが、
瀬戸内市全体での被害を
最小化するために不可欠
であるといえる。
　ヌートリアについては、主
に侵入防止柵での防護や
小型の箱わなを用いた捕
獲が有効であるため、これ
らの対策をより強化してい
ただきたい。また、現時点
では活用されていない、国
庫交付金を活用した捕獲
支援についても、捕獲圧を
強化するために是非導入
を検討していただきたく思
う。
　「その他の鳥獣類」につい
ては、まずはどの鳥獣類に
よる被害なのかを特定する
ことが重要である。どの鳥
獣類による被害なのかを把
握し、その鳥獣類の特性に
合わせた対策を実施するこ
とが各鳥獣類に最も適した
効果的な対策を講じるため
に必須となる。
　被害実績については基本
的には農業共済からの
データを用いて算出してい
ることから、市での独自の
対応策となると限られたも
のとなってしまうとは思わ
れるが、農家等への聞き取
りの強化をはじめとする、
主体的かつ積極的な情報
収集を可能な限り行い、被
害実績の情報の精度を高
めていってほしい。
（備前県民局農畜産物生
産課）

　啓発活動や捕獲体制の整
備等、毎年度、幅広い視点か
ら被害対策に必要な取組を実
施できており、被害金額の大
幅な減少につながったと考え
らえる。
　一方で、被害面積は増加し
ており、これまで被害がな
かった地域に対象鳥獣が出
没していることがうかがえるた
め、引き続き、被害状況の把
握に努めるとともに、新たに
被害が発生した地域で啓発
活動やわなの設置等の取組
を進めていただきたい。
（鳥獣害対策室）

R5

ニホンジカ
イノシシ

ヌートリア
カラス類
ヒヨドリ
カワウ

R6 ニホンジカ
イノシシ

ヌートリア
カラス類
ヒヨドリ
カワウ

瀬戸内市

R4

イノシシやシカなどによる被害の拡大を防ぐため、緊急捕獲支援事業を実施している。この取り組み
により、被害が発生した地域に迅速に対応できる体制が整い、捕獲活動の効率化と捕獲率の向上が
図られた。また、迅速な対応により農作物被害の拡大を防ぎ、地域住民の安全確保にも寄与してい
る。これらの成果は、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。

R5

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

瀬戸内市鳥獣
被害防止対策
協議会

瀬戸内
市

R4 ニホンジカ
イノシシ

ヌートリア
カラス類
ヒヨドリ
カワウ

イノシシやシカなどによる被害の拡大を防ぐため、緊急捕獲支援事業を実施している。この取り組み
により、被害が発生した地域に迅速に対応できる体制が整い、捕獲活動の効率化と捕獲率の向上が
図られた。また、迅速な対応により農作物被害の拡大を防ぎ、地域住民の安全確保にも寄与してい
る。これらの成果は、鳥獣被害対策事業全体の効果向上に大きく貢献している。



（推進事業）

R4 カラス
カラス対策事業
　（忌避音声発生装置に
よる追い払い）

１式
実施隊・
地域住民

R4.4.1 -

白桃のカラス被害を受け、忌避音声発生装置によるカラス追い払い事業を実施。集落生産者より実
際にカラスによる目立った被害はほとんど無くなったたとの声が多数あり、非常に効果があったと考え
られる。

- - - - - - - - -

イノシシ・ニホン
ジカ

イノシシ・シカ捕獲用箱
罠の導入

６基
実施隊・
地域住民

R5.4.1 100%

イノシシ・シカの主要２種の捕獲を推進するために新たに６基の箱罠を導入し、市内各所に設置。市
内全域ではイノシシが1,479頭・シカが456頭捕獲され、各地の被害軽減に一定の効果を発揮した。 - - - - - - - - -

ヌートリア 小型獣用箱罠の導入 １２基
実施隊・
地域住民

R5.4.1 100%

小型獣の捕獲を推進するために新たに１２基の箱罠を導入し、市内各所に設置。各地の被害軽減に
一定の効果を発揮した。 - - - - - - - - -

カラス
カラス対策事業
　（鷹匠、忌避音声発生
装置による追い払い）

１式
実施隊・
地域住民

R5.4.1 -

白桃のカラス被害を受け、鷹匠及び忌避音声発生装置によるカラス追い払い事業を実施。集落生産
者より実際にカラスによる目立った被害はほとんど無くなったたとの声が多数あり、非常に効果があっ
たと考えられる。

- - - - - - - - -

被害地域専門家緊急投
入事業

７ヵ所
実施隊・
地域住民

R5.4.1 -

地域住民からの鳥獣による農作物被害報告に対して迅速に専門家を投入し、7ヵ所に専門家を投入し
た。捕獲・防護・追い払い・その他最適な被害対策を提案し、地域・行政・猟友会が密に連携して対策
を実行することで、農作物被害の減少等に寄与した。

- - - - - - - - -

有害鳥獣対策セミナー １回
実施隊・
地域住民

R5.4.1 -

狩猟免許を取得して間もない初心者猟師を対象としたくくり罠実践セミナーを開催。くくり罠の作成、設
置等について実物を用いて研修を実施。経験のない新規狩猟者の育成に寄与した。 - - - - - - - - -

イノシシ・ニホン
ジカ

イノシシ・シカ捕獲用箱
罠の導入

９基
実施隊・
地域住民

R6.4.1 100%

イノシシ・シカの主要２種の捕獲を推進するために新たに9基の箱罠を導入し、市内各所に設置。市内
全域ではイノシシが１，１９０頭・シカが４５６頭捕獲され、各地の被害軽減に一定の効果を発揮した。 - - - - - - - - -

サル サル用中型箱罠の導入 １基
実施隊・
地域住民

R6.4.1 100%

サルの捕獲が一定量進んだ地域の近辺において、離れザルによる被害が散見されることを受け、サ
ルの出没に合わせて機動的に移動できる軽量の箱罠を1基導入。全体の捕獲数は、１８頭が捕獲さ
れた。

- - - - - - - - -

カラス 小型獣用箱罠の導入 ５基
実施隊・
地域住民

R6.4.1 100%

白桃のカラス被害を受け、捕獲用囲い罠を導入し、２８羽のカラスを捕獲。

- - - - - - - - -

カラス
カラス対策事業
　（鷹匠、忌避音声発生
装置による追い払い）

１式
実施隊・
地域住民

R6.4.1 -

白桃のカラス被害を受け、鷹匠及び忌避音声発生装置によるカラス追い払い事業を実施。集落生産
者より実際にカラスによる目立った被害はほとんど無くなったたとの声が多数あり、非常に効果があっ
たと考えられる。

- - - - - - - - -

被害地域専門家緊急投
入事業

２ヵ所
実施隊・
地域住民

R6.4.1 -

地域住民からの鳥獣による農作物被害報告に対して迅速に専門家を投入し、２ヵ所に専門家を投入
した。捕獲防護追い払いその他最適な被害対策を提案し、地域行政猟友会が密に連携して対策を実
行することで、農作物被害の減少等に寄与した。

- - - - - - - - -

有害鳥獣対策セミナー 2回
実施隊・
地域住民

R6.4.1 -

有害鳥獣対策セミナーとして、地域ぐるみの鳥獣害対策普及啓発講演と、くくり罠技能向上研修を実
施。 - - - - - - - - -

鳥獣被害集落アンケート
調査

１式
実施隊・
地域住民

R6.4.1 -

市内の農家を対象にアンケート調査を実施し、市内各地域の鳥獣被害の実態を把握。

- - - - - - - - -

（緊急捕獲活動支援事業） - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 1,089頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ニホンジカ 緊急捕獲活動支援事業 416頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ニホンザル 緊急捕獲活動支援事業 30頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 52頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 192頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 150頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 4頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

アライグマ 緊急捕獲活動支援事業 4頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

カラス 緊急捕獲活動支援事業 20頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

カワウ 緊急捕獲活動支援事業 13頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 1,479頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ニホンジカ 緊急捕獲活動支援事業 255頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ニホンザル 緊急捕獲活動支援事業 13頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 44頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 120頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 107頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 9頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

アライグマ 緊急捕獲活動支援事業 7頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

カラス 緊急捕獲活動支援事業 15頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

カワウ 緊急捕獲活動支援事業 5頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 1,190頭 猟友会駆
除班

－ － 7,845 5,883 3,085 34% 242.6% 14 11 5 247.3%

ニホンジカ 緊急捕獲活動支援事業 323頭 猟友会駆
除班

－ － 450 337 1,026 11% -509.7% 1 1 2 -190%

ニホンザル 緊急捕獲活動支援事業 18頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 62頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

キツネ 緊急捕獲活動支援事業 2頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 162頭 猟友会駆
除班

－ － 25 18 206 2% -2585.7% 0 0 0 -1800%

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 114頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 14頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

アライグマ 緊急捕獲活動支援事業 12頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

カラス 緊急捕獲活動支援事業 28頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

カワウ 緊急捕獲活動支援事業 21頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

（シカ緊急捕獲対策）

R5 ニホンジカ シカ緊急捕獲対策 201頭
猟友会駆

除班
－ －

昨年度より新たに捕獲許可を取得した猟友会員が増加した結果、イノシシ・シカの捕獲が増加した。
従来の駆除班だけでは行き届かなかった捕獲圧の薄い地域がカバーされる形となった。 - - - - - - - - -

R6 ニホンジカ シカ緊急捕獲対策 103頭
猟友会駆

除班
－ －

昨年度より新たに捕獲許可を取得した猟友会員が増加した結果、イノシシ・シカの捕獲が増加した。
従来の駆除班だけでは行き届かなかった捕獲圧の薄い地域がカバーされる形となった。 - - - - - - - - -

（シカ等緊急捕獲対策）

イノシシ シカ等緊急捕獲対策 288頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

ニホンジカ シカ等緊急捕獲対策 38頭 猟友会駆
除班

－ － - - - - - - - - -

R6 合計 2,576頭 8,320 6,238 8,989 100% -32.1% 16 12 17 -34.9% ※被害金額及び被害面積の実績値には、その他の鳥獣類含む

赤磐市

R4

昨年度より新たに捕獲許可を取得した猟友会員が増加した結果、イノシシ・シカの捕獲が増加した。
従来の駆除班だけでは行き届かなかった捕獲圧の薄い地域がカバーされる形となった。

R5

イノシシ・シカの捕獲数は昨年より増加した。中でも食肉加工業者への引き渡しが大きく伸びており、
ジビエとしての活用に貢献できていると思われる。

R6

昨年と比べイノシシの捕獲数は微減、シカの捕獲数は微増となったが、昨年とほぼ同数程度の捕獲
を実施した。

R6

昨年度より新たに捕獲許可を取得した猟友会員が増加した結果、イノシシ・シカの捕獲が増加した。
従来の駆除班だけでは行き届かなかった捕獲圧の薄い地域がカバーされる形となった。

赤磐市（赤磐市
鳥獣被害防止
対策協議会）

赤磐市

被害金額の目標については、令和３年度実績832万円から25％減の
624万円を令和６年度目標として掲げていたが、結果的には８％増
の899万円となった。
被害面積の目標については、令和３年度実績15.54 haから25％減の
11.59haを令和６年度目標として掲げたが、結果的には９％増の
16.92haとなった。
要因としては、イノシシやシカなど獣類の侵入を防ぐための防護柵
設置はほぼ全ての集落が実施しており、防護による対策が効果を発
揮していると考えられる。
また、本計画の被害金額及び被害面積は農業共済に報告のあった
圃場をとりまとめた統計情報であり、市全域を網羅する数値とは言
いがたい側面もある。
次年度計画以降は、段階的に被害の状況を把握するための相対的
指標の策定を検討する。

　被害金額全体の3割強を
占めるイノシシについて
は、被害金額、被害面積と
もに令和3年実績よりも大
きく減少しており、箱わなの
貸与や捕獲に係る経費の
負担をはじめとする鳥獣捕
獲支援及びセミナーを通じ
た被害対策の周知などと
いった事業の成果が表れ
ているといえる。
　一方で、シカやヌートリア
の被害については、金額・
面積ともに増加しており、
対策の改善が必要となる。
シカ対策についてはシカの
飛び越えを防ぐ背の高い防
護柵の設置や比較的シカ
を捕獲しやすいくくりわなを
用いた捕獲の促進を、ヌー
トリア対策については小型
の箱わなを活用した捕獲の
促進に努めていただきた
い。
　また、「その他の獣類」が
被害金額の実に半分以上
を占めており、赤磐市全体
の被害金額・面積の増加
の主要因となっていると考
えられることから、「その他
の獣類」への対策も必須と
いえる。
　各獣類に最も適した対策
を講じるには、どの獣類に
よる被害なのかを把握し、
その獣類の特性に合わせ
た対策が必要となるため、
相手を知ることが被害対策
の第一歩として極めて重要
となる。
このため、赤磐市の大きな
問題点としては、どの獣類
による被害なのか把握でき
ていないところであるといえ
る。
　被害実績については基本
的には農業共済からの
データを用いて算出してい
ることから、市での独自の
対応策となると限られたも
のとなってしまうとは思わ
れるが、農家等への聞き取
りの強化をはじめとする、
主体的かつ積極的な情報
収集を可能な限り行い、被
害実績の情報の精度を高
めていってほしいと考える。
（備前県民局農畜産物生
産課）

　わなの貸与やセミナーの開
催等の取組により、実施隊や
地域住民が主体となった被害
対策の推進が図られており、
結果として、対象鳥獣である
イノシシの被害金額及び被害
面積の減少に繋がっていると
考えられる。
　現時点の課題として、獣種
を特定できていない被害の割
合が大きく、獣種に応じた被
害対策が必要となっている
が、令和６年度に市内の農家
を対象としたアンケート調査を
実施し、実態把握に努められ
ているため、今後はその結果
をもとに現状の被害対策を見
直し、PDCAサイクルの取組を
進めていただきたい。
（鳥獣害対策室）

R5

ｲﾉｼｼ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ･
ﾇｰﾄﾘｱ･ｶﾗｽ他

R6

ｲﾉｼｼ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ･
ﾇｰﾄﾘｱ･ｶﾗｽ他



イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 352頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 60頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 70頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 32頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 0頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

カラス等 緊急捕獲活動支援事業 0頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 799頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 111頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 108頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 44頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 0頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

カラス等 緊急捕獲活動支援事業 717頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 754頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 50頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 29頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 36頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 0頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

カラス等 緊急捕獲活動支援事業 142頭 笠岡市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 409頭 笠岡市 － － 1010 860 621 98% 259% 1.12 0.86 0.64 185%

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 14頭 笠岡市 － － 7 5 11 2% -200% 0.03 0.01 0.01 100%

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 34頭 笠岡市 － －

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 37頭 笠岡市 － －

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 1頭 笠岡市 － －

カラス等 緊急捕獲活動支援事業 545頭 笠岡市 － － 0 0 0 0% 0% 0 0 0 0%

イノシシ シカ等緊急捕獲対策 408頭 笠岡市 － －

駆除班、実施隊等による継続的な捕獲活動によって捕獲頭数が前年度から63頭増加し市内の被害
軽減につながっている。

- - - - - - - - -

R6 合計 1062 900 632 100% 265% 1.23 0.9 0.65 176%

駆除班、実施隊等による継続的な捕獲活動により市内の被害軽減につながっている。 駆除班、実施隊等の積極的な捕獲活動により捕獲頭数が増加した。
課題として捕獲活動の実務を担う人材の多くが高齢であり、若年層
の参加が求められている。
捕獲活動の継続を図るため地域内外からの担い手育成（講習会、
若者参画促進）が必要となっている。

被害金額・被害面積とも
に、目標を大きく超える達
成率となった。被害金額の
大半を占める、イノシシに
ついても同様の傾向。
駆除班や実施隊による積
極的な捕獲活動の実施の
ほか、地元住民や高校等と
の連携による地域ぐるみで
の被害対策への取組の効
果が十分に発揮されたた
めと考えられる。
捕獲の担い手の高齢化
等、課題も多いとは思う
が、防護と捕獲を組み合わ
せた一体的な対策と狩猟
者の確保・育成の取組によ
り、被害減少につなげて頂
きたい。
（備中県民局農畜産物生
産課）

駆除班、実施隊等による継続的な捕獲活動によって捕獲頭数が前年度から447頭増加し市内の被害
軽減につながっている。

駆除班、実施隊等の積極的な捕獲活動により捕獲頭数が増加した。
課題として捕獲活動の実務を担う人材の多くが高齢であり、若年層
の参加が求められている。
捕獲活動の継続を図るため地域内外からの担い手育成（講習会、
若者参画促進）が必要となっている。

駆除班、実施隊等による継続的な捕獲活動により捕獲頭数は前年度から45頭減少したが市内の被
害軽減につながっている。

駆除班、実施隊等の積極的な捕獲活動により捕獲頭数は横ばいで
あった。
課題として捕獲活動の実務を担う人材の多くが高齢であり、若年層
の参加が求められている。
捕獲活動の継続を図るため地域内外からの担い手育成（講習会、
若者参画促進）が必要となっている。

駆除班、実施隊等による継続的な捕獲活動によって捕獲頭数が前年度から63頭増加し市内の被害
軽減につながっている。

駆除班、実施隊等の積極的な捕獲活動により捕獲頭数が増加した。
課題として捕獲活動の実務を担う人材の多くが高齢であり、若年層
の参加が求められている。
捕獲活動の継続を図るため地域内外からの担い手育成（講習会、
若者参画促進）が必要となっている。

45 35 0 0% 450% 0.08 0.03 0 160%

　積極的な捕獲活動の取組に
より、令和５年度にイノシシの
捕獲頭数が大幅に増加してお
り、令和６年度の被害金額及
び被害面積の減少に繋がっ
ていると考えられる。
　今後の課題として、狩猟者
の高齢化により捕獲活動が停
滞するおそれがあるため、担
い手の育成に取り組むととも
に、防護対策や生息環境管
理の取組をバランスよく進め
ることで、さらなる被害軽減に
つなげていただきたい。
（鳥獣害対策室）

笠岡市鳥獣被
害防止対策協

議会
笠岡市

R3

R4

R5

R6



（緊急捕獲活動支援事業）

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 689頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

サル 緊急捕獲活動支援事業 1頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 171頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 832頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

シカ 緊急捕獲活動支援事業 3頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 153頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 610頭 浅口市 － － 816 780 909 67% -258% 0.37 0.3 0.43 -86%

シカ 緊急捕獲活動支援事業 0頭 浅口市 － － 0 100 0 0% 0% 0 0.05 0 0%

サル 緊急捕獲活動支援事業 0頭 浅口市 － － 0 50 0 0% 0% 0 0.05 0 0%

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 150頭 浅口市 － － 338 250 350 26% -14% 0.08 0.05 0.03 167%

カラス 緊急捕獲活動支援事業 0頭 浅口市 － － 133 100 92 7% 124% 0.02 0.01 0.02 0%

イノシシ シカ等緊急捕獲対策 203頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

シカ シカ等緊急捕獲対策 1頭 浅口市 － － - - - - - - - - -

R6 合計 964頭 1287 1280 1351 100% -914% 0.47 0.46 0.48 -100%

・猟友会の構成員で組織されている有害鳥獣駆除班が旧町（旧金光町・旧鴨方町・旧寄島町）ごとにく
くりわな、捕獲檻、銃器により捕獲を行った。各駆除班の活動に対して市からの捕獲報奨金交付によ
り、捕獲意欲の向上につながっている。駆除班が協力的であり、スピード感をもって従事してくださって
いる。

・有害鳥獣駆除班員の高齢化による減少や有害鳥獣増加及び活動
範囲の拡大により駆除班員一人ひとりの負担が著しく増加している。
そのため、駆除しきれないエリアが増加している。近隣市町村との連
携も含め、効率的な駆除活動を継続できる体制整備を行う必要があ
る。

・被害防止には捕獲が最善という意識が根強く、加えて農業者の高
齢化による耕作放棄地の増加等、構造的な課題も抱えており、各個
人での防護柵の設置に対しては消極的な場合が見受けられる。集
落柵など、地域をあげて共同での設置を進める必要がある。

最も被害金額が大きいイノ
シシについては、被害金
額・被害面積ともに増加。
全獣種の合計でも、被害金
額及び被害面積が増加し
ており、イノシシによる被害
増加の影響が大きいと考え
られる。
イノシシの生息域は拡大を
続け、新たな地域での被害
発生も見られることに加
え、捕獲者の高齢化に伴い
従来通りの捕獲活動が行
いにくくなっていることか
ら、対応に苦慮することも
多いと思われるが、効率的
な駆除活動を継続できる体
制整備、集落柵の設置等
の推進など、防護と捕獲一
体となった取組を進め、被
害減少につなげて頂きた
い。
（備中県民局農畜産物生
産課）

・猟友会の構成員で組織されている有害鳥獣駆除班が旧町（旧金光町・旧鴨方町・旧寄島町）ごとにく
くりわな、捕獲檻、銃器により捕獲を行った。各駆除班の活動に対して市からの捕獲報奨金交付によ
り、捕獲意欲の向上につながっている。駆除班が協力的であり、スピード感をもって従事してくださって
いる。

・有害鳥獣駆除班員の高齢化による減少や有害鳥獣増加及び活動
範囲の拡大により駆除班員一人ひとりの負担が著しく増加している。
そのため、駆除しきれないエリアが増加している。近隣市町村との連
携も含め、効率的な駆除活動を継続できる体制整備を行う必要があ
る。

・被害防止には捕獲が最善という意識が根強く、加えて農業者の高
齢化による耕作放棄地の増加等、構造的な課題も抱えており、各個
人での防護柵の設置に対しては消極的な場合が見受けられる。集
落柵など、地域をあげて共同での設置を進める必要がある。

・猟友会の構成員で組織されている有害鳥獣駆除班が旧町（旧金光町・旧鴨方町・旧寄島町）ごとにく
くりわな、捕獲檻、銃器により捕獲を行った。各駆除班の活動に対して市からの捕獲報奨金交付によ
り、捕獲意欲の向上につながっている。駆除班が協力的であり、スピード感をもって従事してくださって
いる。

・イノシシによる被害金額、被害面積はどちらの目標も達成すること
ができなかった。

・ヌートリアによる被害金額の目標は達成することができなかった
が、被害面積の目標は達成することができた。

・カラスによる被害金額の目標は達成することができたが、被害面積
の目標は達成することができなかった。

・有害鳥獣駆除班員の高齢化による減少や有害鳥獣増加及び活動
範囲の拡大により駆除班員一人ひとりの負担が著しく増加している。
そのため、駆除しきれないエリアが増加している。近隣市町村との連
携も含め、効率的な駆除活動を継続できる体制整備を行う必要があ
る。

・被害防止には捕獲が最善という意識が根強く、加えて農業者の高
齢化による耕作放棄地の増加等、構造的な課題も抱えており、各個
人での防護柵の設置に対しては消極的な場合が見受けられる。集
落柵など、地域をあげて共同での設置を進める必要がある。

　イノシシの被害が増加して
おり、さらなる捕獲対策の拡
充や防護柵の設置について、
取組を進めていただきたい。
　また、捕獲対策以外の取組
を推進するにあたり、実施隊
員や地域住民への啓発も必
要と考えられるため、研修会
等を実施し、被害対策の３つ
の柱である捕獲、防護、生息
環境管理の考え方を普及す
ることも効果的な対策だと考
えられる。
（鳥獣害対策室）

浅口市
（浅口市有害鳥
獣被害防止対

策協議会）

浅口市

R4

R5

R6



（緊急捕獲活動支援事業）

ハシブトガラス
ハシボソガラス

緊急捕獲活動支援事業 0羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

ヒヨドリ 緊急捕獲活動支援事業 33羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 126頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 53頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 7頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 9頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 1頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

ハシブトガラス
ハシボソガラス

緊急捕獲活動支援事業 1羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

ヒヨドリ 緊急捕獲活動支援事業 40羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 135頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 64頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 16頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 10頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

ハシブトガラス
ハシボソガラス

緊急捕獲活動支援事業 0羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

カワラバト
キジバト

緊急捕獲活動支援事業 1羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

ヒヨドリ 緊急捕獲活動支援事業 0羽 里庄町 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 93頭 里庄町 － － 30 27 27.7 34% 77% 0.32 0.288 0.13 594%

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 19頭 里庄町 － － 23 20.7 22.6 28% 17% 0.3 0.27 0.2 333%

タヌキ 緊急捕獲活動支援事業 4頭 里庄町 － － 20 18 11.3 14% 435% 0.06 0.054 0.03 500%

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 12頭 里庄町 － － 20 18 19.8 24% 10% 0.06 0.054 0.05 167%

ハクビシン 緊急捕獲活動支援事業 0頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

アライグマ 緊急捕獲活動支援事業 0頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

ニホンジカ 緊急捕獲活動支援事業 1頭 里庄町 － － - - - - - - - - -

R6 合計 130頭 93 83.7 81.4 100% 125% 0.74 0.666 0.41 446%

（緊急捕獲活動支援事業）

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 166頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

シカ 緊急捕獲活動支援事業 926頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

カラス 緊急捕獲活動支援事業 38羽 奈義町 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 153頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

シカ 緊急捕獲活動支援事業 545頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 35頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 72頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

カラス類 緊急捕獲活動支援事業 18羽 奈義町 － － - - - - - - - - -

シカ シカ特別対策事業 376頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

イノシシ 緊急捕獲活動支援事業 163頭 奈義町 － － 271 190 240 21% 38% 1.1 1 1 1

シカ 緊急捕獲活動支援事業 595頭 奈義町 － － 870 611 390 34% 185% 2.3 2 1.2 367%

ヌートリア 緊急捕獲活動支援事業 32頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

アナグマ 緊急捕獲活動支援事業 79頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

カラス類 緊急捕獲活動支援事業 4羽 奈義町 － － - - - - - - - - -

シカ シカ特別対策事業 295頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

シカ シカ等特別対策事業 52頭 奈義町 － － - - - - - - - - -

R6 合計 1,220頭 1566 1100 1155 100% 88% 4.1 3.6 4.4 -60%

地区に設置している侵入防護柵が捕獲誘導に寄与し、実施隊による
捕獲活動が効率的・効果的に実施され、毎年一定頭数の駆除が実
現でき、被害対策に効果が上がっていると考えられる。
　被害金額及び面積ともに目標には達していないが、被害金額につ
いては現状（R3)を大幅に下回る結果となっている。被害面積につい
ては現状（R3)に対して増加している。今まで被害のない地区への進
出があることや、カラス等の獣害への対策が不十分なことが原因と
考えられる。今後はそれら対策をより一層強化する必要がある。

昨年と同程度の捕獲がで
きている。出没個体数を減
少させるため、捕獲強化の
取組を継続していただきた
い。また、捕獲と一体的に
行う、侵入防止柵等による
防護対策も有効と考えられ
るので、未整備地区を中心
に整備の検討をすすめて
いただきたい。
（美作県民局農畜産物生
産課）

　イノシシ及びシカは計画どお
りの捕獲圧を維持できてお
り、被害金額の軽減につな
がっていると考えられる。
　一方で、カラス等の鳥類や
小型獣類の捕獲数は伸び悩
んでおり、被害面積の拡大に
も関与しているとみられるた
め、今後も捕獲対策が難航す
る場合は、追い払いや防護対
策を組み合わせることで、効
率的な被害対策を実施してい
ただきたい。
（鳥獣害対策室）

奈義町（奈義有
害鳥獣被害防
止対策協議会）

奈義町

捕獲数は毎年一定数あり、生息個体数の把握はできていないが、奈義町鳥獣被害対策実施隊の積
極的な駆除活動により、減少してきていると考える。また、地域住民と実施隊が連携して駆除活動を
行ったり、地区が主体となって防護柵の維持管理を行うことにより、農作物の被害額減少に寄与して
いる。より効果的な防護柵の設置のために専門家派遣事業などを活用している地区もあり、町民の鳥
獣害対策についての意識も高まってきている。

全体としては、被害金額、
被害面積ともに目標を大き
く達成できている。
個別の獣種ごとにみると、
被害面積は全獣種で目標
を大幅に超える減少率と
なっている。被害金額につ
いては、最も被害が多いイ
ノシシについては、被害金
額は目標達成率77%と目標
には届かなかったものの確
実に被害が減少している。

積極的な捕獲活動及び、
防護柵の設置推進の効果
が出ていると考えられる。

今後も、防護と捕獲を組み
合わせた一体的な対策と
狩猟者の確保・育成の取
組により、被害減少につな
げて頂きたい。
（備中県民局農畜産物生
産課）

実施隊、駆除班等による個体数管理のための有害鳥獣捕獲活動が強化された。
特に、イノシシの捕獲頭数が前年度比１１２％、ヌートリアの捕獲頭数が前年度比２７９％で増加し、農
作物被害の拡大防止につながった。
（参考：Ｒ３イノシシ捕獲頭数は１１２頭、ヌートリア捕獲頭数は１９頭）

捕獲を主とした被害防止対策を実施しているが、農作物被害の顕著
な減少には至っていないため、引き続き捕獲の推進が必要である。
加えて、防護柵設置による被害軽減（防御）を実施し、効果的な鳥獣
対策を実施していく必要がある。

実施隊、駆除班等による個体数管理のための有害鳥獣捕獲活動が強化された。
特に、イノシシの捕獲頭数が前年度比１０７％、ヌートリアの捕獲頭数が前年度比１２１％で増加し、農
作物被害の拡大防止につながった。

捕獲を主とした被害防止対策を実施しているが、出没する加害個体
及び農作物被害の顕著な減少には至っていないため、捕獲活動の
推進は引き続き必要である。加えて、防護柵の設置）をさらに推進
し、これまでの個体数管理（駆除捕獲活動）と組み合わせて効果的
な被害防止体制を構築する必要がある。

実施隊、駆除班等による個体数管理のための有害鳥獣捕獲活動が強化され、農作物被害の減少に
つながった。

事業実施前と実施後で、農作物の被害金額及び被害面積はともに
減少したため、目的は概ね達成されていると思うが、今後も継続的
に取り組む必要がある。

R5

R6

R4

　イノシシを中心とした捕獲対
策の推進により、合算達成率
は目標に達しており、今後も
高い捕獲圧を維持していただ
きたい。
　また、農作物の被害を効率
よく抑えるためには、集落内
の農作物の種類や生育ス
テージに応じた対策も効果的
であるため、集落の状況を細
目に確認するとともに、必要
に応じて防護や生息環境管
理の取組も進めていただきた
い。
（鳥獣害対策室）

R5

R6

里庄町
(里庄町鳥獣被
害防止対策協

議会)

里庄町

R4



（鳥獣被害防止都道府県活動支援事業）

岡山県 岡山県
全域

R６
ｲﾉｼｼ

ﾆﾎﾝｼﾞｶ
ｶﾜｳ他

広域捕獲活動
人材育成活動
ジビエ利用拡大

・カワウ対策協議会
・内水面におけるカ
ワウ被害防止対策
・農業集落への生息
状況アンケート調査
・イノシシ・ニホンジ
カ個体数推定調査
・サル生息状況調査
・カワウ生息状況調
査
・専門技術の習得を
目的とした研修の実
施
・カラス対策技術資
料の作成
・新規狩猟免許取得
促進のための担い
手育成
・具体的な鳥獣被害
対策に関する総合的
な入門セミナーの実
施
・新規狩猟者を対象
とした研修の実施
・捕獲獣利用促進体
制の整備
・おかやまジビエスタ
ンプラリーの開催

岡山県 － －

・カワウ対策協議会による防止体制の整備
・内水面におけるカワウ被害防止対策技術の向上
・農業集落への生息状況アンケート調査
・イノシシ・ニホンジカの生息数推定調査
・サルの生息数推定調査
・カワウの生息状況調査
・普及指導員の現場対応技術習得の支援
・カラス対策技術の普及
・農業大学校生を対象とした狩猟免許取得促進
・地域の実情に応じた被害対策技術の普及
・新規狩猟免許取得者を対象としたわなの一連技術の取得支援
・捕獲獣の処理対策に係る情報交換
・おかやまジビエのブランド確立と消費拡大

- - - - - - - - -

・カワウについては、被害減少に向けた取組の強化を図るための協
議会を開催した。また、内水面における被害防止対策を専門家の指
導により実施した。
・約5,000集落への生息状況アンケート調査により、イノシシやニホン
ジカ等の生息状況と被害状況を年ごとに比較し、最近の傾向をつか
み、対策に活かすことができた。
・イノシシ・ニホンジカの生息状況により今後の生息数推定の向上に
つながるデータ収集を実施している。
・イノシシ・ニホンジカの被害防止対策に向け生息状況調査結果の
市町村への情報提供を行っている。
今後も農作物被害軽減に向け、防護と捕獲一体となった取組を推進
するために生息状況の情報提供を継続し行う必要がある。
・サルについて、調査結果を市町村に報告し、今後の対策方針の提
案を行った。
・カワウについて、今後の防止対策の基礎資料となるデータが得ら
れた。
・普及指導員を対象とした研修会等の実施により、鳥獣害対策技術
の向上が図られた。
・カラスの技術対策資料を作成し、市町村等へ普及を行った。
・岡山県農業大学校生を対象とした研修を実施し、新規狩猟免許取
得の促進を図った。
・地域の狩猟関係者と連携し、具体的な捕獲方法等に関する研修会
を実施することで、地域の実情に応じた被害対策の促進を図った。
・新規狩猟免許取得者を対象とした鳥獣捕獲技術伝承研修の実施
により、鳥獣被害対策の担い手を育成した。
・捕獲獣処理対策に係る情報交換会では、捕獲獣の利活用対策とし
て先進地域の事例紹介と情報交換を行った。
・県産ジビエの消費拡大のため県全域のジビエ関係者と連携したス
タンプラリーを開催した。

　イノシシ、ニホンジカ等の
個体数推定調査に加え、
農業集落へのアンケート調
査を実施し、生息域の正確
な把握に努めるとともに、
市町村へ情報提供が行わ
れていた。
　また、農業大学校生や経
験の浅い狩猟者等を対象
とした研修を実施し、若い
担い手の確保育成に寄与
していた。
　引き続き、減少する銃猟
をはじめとした狩猟者の確
保育成や、豚熱感染拡大
によりジビエ利用が制限さ
れる中での捕獲獣の効率
的な処理及び利活用対策
等に取り組んでいただきた
い。（岡山県猟友会事務
局）

－

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。
　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

　県全体の農林水産業被害金額は、令和６年度で、約3.0億円と前年度より微増しており、特にイノシシの被害金額が前年度よりも増加していた。各市町村の捕獲活動の強化によって、捕獲圧は前年度と同じ水準で維持できているが、実施隊員の高齢化等の要因により捕獲圧が低下した地域や防護対策が十分でない地域において、被害が増加していると考
えられる。
　今後も、野生鳥獣被害による農作物等の被害防止に向け、守る「防護」と有害鳥獣の「捕獲」、捕獲獣の「利活用」を引き続き支援し、第二種特定鳥獣管理計画に基づき、鳥獣被害防止対策を効果的かつ強力に実施するとともに、狩猟免許取得への助成や若手狩猟者の技術向上を進め、鳥獣被害対策を進める人材確保・育成対策の強化を図る。


